
 

平成 22 年８月 12 日 

各  位 
 会 社 名 株式会社タカショー 

 代表者名 代表取締役社長 高岡 伸夫 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード７５９０） 

 問合せ先 取締役経営管理本部長 寒川 浩 

  （電話：０７３－４８２－４１２８） 

 
 

業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ    
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年３月５日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 23 年１月期 第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年１月 21 日～平成 22 年７月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 7,950 630 620 376 44.34 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 7,080 516 488 289 34.08 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) △870 △114 △132 △87 － 

増    減    率 (％) △10.9 △18.1 △21.3 △23.1 － 

（ご参考） 

前期(平成 22 年１月期第２四半期)実績 
7,482 632 637 367 43.32 

 

２．平成 23 年１月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年１月 21 日～平成 23 年１月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 13,604 678 643 396 46.70 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 12,946 619 570 345 40.68 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) △658 △59 △73 △51 － 

増    減    率 (％) △4.8 △8.7 △11.4 △12.9 － 

（ご参考） 

前期(平成 22 年１月期)実績 
12,756 580 584 296 35.00 

 

３．平成 23 年１月期 第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正 

（平成 22 年１月 21 日～平成 22 年７月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 6,796 325 347 205 24.17 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 6,000 207 228 130 15.33 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) △796 △118 △119 △75 － 

増    減    率 (％) △11.7 △36.3 △34.3 △36.6 － 

（ご参考） 

前期(平成 22 年１月期第２四半期)実績 
6,532 339 406 214 25.28 

 



４．平成 23 年１月期 通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年１月 21 日～平成 23 年１月 20 日） 

 
売 上 高 

(百万円) 

営業利益 

(百万円) 

経常利益 

(百万円) 

四半期純利益 

(百万円) 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 11,400 291 311 182 21.46 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 10,800 250 270 150 17.69 

増    減    額 (Ｂ―Ａ) △600 △41 △41 △32 － 

増    減    率 (％) △5.3 △14.1 △13.2 △17.6 － 

（ご参考） 

前期(平成 22 年１月期)実績 
11,143 295 368 168 19.82 

 

５．修正の理由 

（個別） 

 当第２四半期累計期間におきまして、プロユース部門では景気の持ち直しと住宅施策や税制面での優

遇処置の影響もあり、低迷を続けてきた建築着工戸数に下げ止まり感が見られ、さらに長期金利の低下

も住宅投資の追い風となり持ち直しの兆しがあるものの、建築需要としては依然として低水準な状況が

続いてまいりました。ホームユース部門では異常気象により春の立ち上がりが大幅に遅れたこと、天候

不順により夏物商材の販売が低迷したこと、取引先の会計制度の改正等により在庫圧縮が進められ新規

導入が厳しい状況が続いたことから、売上高が当初計画より 796 百万円下回る 6,000 百万円となる見込

みです。また、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、物流費等の経費削減に努めるものの、

売上高の大幅な減少に加え円高による外貨建て債権の時価評価による為替差損 15 百万円を営業外費用

に計上したことにより、当初計画を下回る見込みであります。 

 通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間における売上高減少による影響で当初計画を下回

るものの、下半期に入り好天候が持続していることや今まで鈍化していた量販店向けの商流が動き始め

たこと、またトータルガーデンフェア（自社展示会）による新商品の投下等、下半期においては売上高

が堅調に推移することが予想されるため、売上高の減少は縮小される見込みであります。 

 

（連結） 

 主に個別業績修正に伴うものであります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は当社

を取り巻く様々な要因により予想値と異なる場合があります。 

 

以  上 


